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人口と面積( 62. 10. 1)
世 帯　230, 382
人 口　636, 016 人
男　322, 373 人
女　313, 643 人

面 積　53. 25km2
人口密 度11, 944 人/ km2
《月2 回( 5 日 、20日) 発行》

「住
み
続
け
た
い
ま
ち
」を
め
ざ
し
て

ま
ち
づく
り
総
合
指
針

区
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
力
叶
と
な
る

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
」
を
定
め
ま
し
た
。

こ
の
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針

」
は

、
昭
和
5
7年
2

月
に
策
定
し
た
「
街
づ
く
り
総
合
技
術
指
叶

」

を
、
基
本
計
画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
全
面
的
に
改
定
し
た
も
の
で

、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
策

を
総
合
的
に
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た

、
こ
の
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
叶
し
を
よ
り
具
体
化
し
、
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
、
従
来
の
「
環
境
整
備
指
導
妥
綱
」
を
大
幅
に
改
定
し
、
1
0月
1
5日
か
ら
施
行

す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
を
対
象
と
し
た
「
公
共
施
設
等
整
備
基
準

」を
新
し
く
策
定
し
ま
し
た
。

思
い
や
り
と
都
市
景
観
に
も
配
慮

ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針

住
み
よ
い
快
適
な
環
境
は
、
一

つ
ひ
と
つ
の
良
好
な
開
発
・
建
設

事
業
な
ど
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、行
政
や
区
民
、

民
間
企
業
等
に
よ
る
ま
ち
つ
く
り

事
業
の
総
合
的
な
調
整
を
図
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
、

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針

」は
、
2
1

世
紀
に
向
け
た
ま
ち
つ
く
り

を
、
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の

総
合
的
な
方
針
と
し
て
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
指
針
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
視
点
と
し
て

、
J

高
齢

化
社
会
の
進
行

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
の
再
構
築

③
区
民
意
向
の
変

化

④
都
市
基
盤
の
整
爾

⑤
活

力
あ
る
ま
ち
つ
く
り

⑥
交
通
網

の
整
爾

の
惆
報
化
杜
会
の
進

展
、の
7
項
目
を
と
ら
え
ま
し
た

。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
を
指
標
と
し
て
ま
と
め

た
ほ
か
、
員
体
的
な
実
現
に
む
け

て▽
民
間
活
力
の
誘
導
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
の

「
環
境
瞳
備
指
導
要
綢
」
の
改

定

▽
地
域
の
獏
範
・
シ
ン
ポ
ル
と
な

る
公
共
施
設
づ
く
り
を
推
進
す

る
「
公
共
施
般
等
整
備
基
準
」

の
策
定

▽
ま
ち
づ
く
り
計
画
・
実
施
へ
の

住
民
参
加
の
シ
ス
テ
ム

を
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ま
し
た

。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は

▽
全
て
の
人
が
共
に
暮
ら
せ
る

「
思
い
や
り
の
あ
る

」
施
設
の

襲
備
を
進
め
る

▽
昊
し
い
街
な
み
や
自
然
環
境
づ

く
り
の
た
め
都
市
景
観
に
配
慮

し
た
建
設
整
庸
を
進
め
る

な
ど
を
璽
視
し
て
い
ま
す

。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
6
つ
の
指
標

区
の
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

考
え
を
、
次
の
6
つ
の
柱
に
ま
と

め
ま
し
た
。

◎
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
環
境
や

美
し
い
都
市
景
観
の
あ
る
ま
ち

◎
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

災
害
に
強
く
公
害
の
な
い
、
安

全
な
ま
ち

◎
住
み
続
け
た
い
ま
ち

質
の
高
い
住
ま
い
や
住
環
境
の

整
つ
た
、
思
い
や
り
の
あ
る
、

快
適
で
定
住
性
を
も
っ
た
ま
ち

◎
公
共
施
設
の
整
備
さ
れ
た
ま
ち

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
建
築

物
や
道
路
、
公
園
な
ど
の
あ
る

ま
ち

◎
産
業
活
力
の
あ
る
ま
ち

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な

る
活
力
あ
る
商
店
街
や
、
庄
エ

共
存
の
活
気
あ
る
ま
ち

◎
交
通
便
利
な
ま
ち

道
路
や
交
通
網
の
整
つ
た
、
活

勳
的
で
生
活
に
便
利
な
ま
ち

住
民
主
体
で
推
進

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
き
め
こ

ま
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

区
内
を
7
0地
区
に
分
け
た

「
地
区

環
境
整
備
計
画

」
が
あ
り
ま
す

。

こ
の
計
画
は
、
区
が
考
え
た
ま

ち
づ
く
り
の
計
画
で
す

。

今
後
、
こ
の
計
画
を
棊
に

、
区

民
の
方
々
の
ご
意
見
や
提
案
を
反

映
さ
せ
た

「
地
区
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
作
成
し
、「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
」を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

哢
報
提
供
や
計
画
の
作
成
、
実

施
の
た
め
の
組
嗽
と
し
て
、
地
区

ま
ち
づ
く
り
連
絡
会
や
協
議
会
づ

く
り
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
確
立
さ

せ
た
ほ
か
、
そ
の
手
助
け
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
貝
や
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
つ
く
る

公
共
施
設
等
整
備
基
準

公
共
施
設
を
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
と
し
、
周
辺
環
境
の
模
範

と
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、
新

し
く
策
定
し
ま
し
た
。

ぼ
や
都
、
国
等
の
行
う
公
共
施

設
建
設
や
整
備
に
つ
い
て
は
、
事

前
協
議
の
う
え
都
市
鼡
覿
な
ど
を

重
撹
し
た
、
槇
唖
的
な
環
境
整
爾

を
推
進
し
ま
す
。

指
導
を
拡
大
・
強
化環

境
整
備
指
導
要
綱

今
回
策
定
し
た

「
ま
ち
づ
く
り

総
合
指
針
」
を
受
け
て

、
大
・
中

規
模
閧
発
等
を
誘
導
・
指
導
す
る

た
め
の

一
環
境
整
備
指
導
要
綱

」

を
大
幅
に
改
定
し
ま
し
た

。

今
回
の
改
定
で
は
、
新
た
な
社

会
環
境
の
変
化
に
適
心
、
か
つ
慣

極
的
に
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、

要
綱
適
用
亊
業
を
広
げ
ま
し
た
。

ま
た

、
す
べ
て
の
事
業
に
対
し

て

、
▽
思
い
や
り
の
あ
る
施
般
整
備
・・・

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
利
用
を

考
え
、
段
差
解
消
や
手
す
り
の

設
匱
な
ど
を
行
う

▽
都
市
県
観
へ
の
配
慮
・
:
建
物
外

観
と
地
域
周
辺
と
の
調
和
を
図

り
、
美
し
い
街
な
み
を
つ
く
る

▽
雨
水
流
出
抑
制
指
導
…
雨
水
の

貯
留
・
地
下
浸
透
を
促
進
し

、

都
市
型
水
害
を
防
止
す
る

な
ど
の

、
新
た
な
指
導
項
目
を
加

え
ま
し
た

。

な
お

、
大
き
な
改
定
と
し
て
次

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
・
中
規
模
開
発
は

事
前
協
議
・
指
導
し
ま
す

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
一
定
規

喚
以
上
の
土
地
開
発
や
店
舗
・
公

共
的
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
新
た

な
基
準
を
も
う
け
、
区
は
事
業
者

と
事
前
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、区
は
、
道
路
な

ど
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
周

辺
環
境
と
調
和
し
た
開
発
、
建
設

の
指
導
を
行
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
水
準
を
高
め
ま
す

□
集
合
佳
宅
建
設
整
備

集
合
住
宅
建
設
で
、
最
近
増
え

て
い
る
の
が
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ

ョ
ン
で
す
。

入
居
者
の
定
住
哇
や
地
域
と
の

協
調
性
な
ど
に
つ
い
て
問
題
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
建
設
を
め
ぐ

っ
て
近
隣
住
民
と
の
紛
争
も
起
き

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
共
同
住
宅
建
設

指
導
指
針
」は
、
建
設
事
業
者
を

窓
口
指
導
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の

で
し
た
が
、
今
回
の
改
定
で
指
導

要
綱
を
適
用
し
、
規
制
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

地
上
3
階
か
つ
1
5戸
以
上
の
集

合
住
宅
を
建
設
す
る
事
業
者
は
、

建
築
確
認
を
受
け
る
前
に
区
と
協

議
の
う
え
、
指
導
、
承
認
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
も
の
と
し
て

▽
居
住
面
積
は
2
平
方
じ
以
上
と

す
る

▽
2
9戸
を
超
え
る
部
分
は
フ
″
ミ

リ
ー
タ
イ
プ
に
す
る

な
ど
を
盛
り
込
み

、
居
住
ス
ペ

ー
ス
を
含
め
た
住
宅
の
質
の
向

上
、
定
住
化
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
集
合
庄
宅
で
は
、
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
(
生
ご
み
粉
砕
機
)

の
設
置
を
禁
止
し
、
水
質
汚
濁
防

止
に
努
め
、
環
境
の
保
全
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は

▽
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
、

公
共
施
設
等
整
偉
基
準
・・・

本
庁
舎
・
都
市
計
圃
課

▽
環
境
整
備
指
導
娶
綱
・・・

本
庁
舎
・
閧
発
指
導
課
へ

　
貎
1
1
1
1

㈹

この集合住宅建般では、事前協議により計画道路や公圃用地
などを生みだしています。また、壁面をより後退させ、歩行者
空間にゆとりを持たせています( 梅田三丁目・完成予想図)

環
境
整
備
指
導
要
綱

対
象
事
業
と
主
な
改
定
点

□
宅
地
開
発
事
業

開
発
面
積
が
釼
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
め
(
た
だ
し
、1
5
0
～
窈
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
は
届
出
の
み

と
し

、
商
業
地
域
、
近
隣
商
業

地
域
は
除
く
)

▽
盛
土
等
の
高
さ
は

5
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
▽
閧

発
面
瞶
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
は
建
築
協

定
締
結
の
指
導

□
集
合
住
宅
建
設
事
業

地
上
3
階
以
上
か
つ
辺
尸
以

上
の
も
の

▽
住
戸
面
積
は
2
2
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上

▽
2
9戸
を
超
え
る
部
分

は
平
均
6
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
▽
一
階
床
高
は
道
路
か
ら

蕎
片
以
上

▽
教
肓
的
負

担
か
ら
環
境
整
備
負
担
へ
の

変
更

▽
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー

の
設
置
禁
止

□
大
規
模
店
舗
建
設
事
業

売
り
場
面
積
襄
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の

▽
周
辺
と
の
調
和
を
重
視

□
商
店
街
建
築
物

商
店
街
に
面
し
て
建
設
す
る

建
築
物
で
、
延
べ
床
面
積
迦
平

力
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

▽
歩
道
の
な
い
商
店
街
に
つ

い
て
は
壁
面
後
退
で
歩
道
の

確
保
を
図
る

▽
商
店
街
と

の
一
体
感
や
調
和
を
重
視

□
大
規
模
敷
地
建
般
事
業

敷
地
面
積
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で 建

築
確
認
の
必
要
な
も
の
(
小

規
模
な
建
築
物
は
除
く
)

▽
新
規
に
適
用

□
倉
庫
建
般
事
業

庄
居
地
岐
・
第
二
槽
住
居
専

用
地
域
内
に
建
設
す
る

龠
寉
で
倉
庫
の
延
べ
面

犠
が
迦
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の▽

住
宅
系
地
域
内
の

指
4
強
化

□
公
共
的
建
築
物

敷
地
面
峽
ま
た
は
延
べ
床
面

積
が
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

▽
新
規
に
適
用

ま
り
づ
く
り
総
合
指
針

主

な

施

策

1
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

▽
接
道
部
・
ペ
ラ
ン
ダ
緑
化
や

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
、
い
こ
い
の

森
づ
く
り
の
推
進

▽
囘
川
・

水
路
の
活
用
や
観
水
化
、
ス
ー

パ
ー
堤
防
化
の
推
進

▽
建
物
外
観
・
晋
皈

等
を
含
め
た
都
市
景

観
の
指
導

▽
歴
史

的
景
観
モ
デ
ル
地
区

(仮
称
)
の
指
定

2
、
安
心
し
て
蔘
ら
せ
る
ま
ち

▽
防
火
帯
や
ブ
ロ
ッ
ク
内
避

雛
場
所
の
塵
偉

▽
落
下
物
防

止
や
地
盤
液
状
化
現
象
に
対
す

る
指
導

▽
ス
ー
パ
ー
堤
防
化

や
雨
水
流
出
抑
制
の
指
導

3
、
住
み
統
け
た
い
ま
ち

▽
高
齡
者
・
身
障
者
等
の
利

用
を
考
え
た
段
差
の
解
消
や
手

す
り
の
設
置
な
ど
の
「
思
い
や

り
の
あ
る
施
設
整
爾
」の
指
導

・
推
進

▽
集
合
住
宅
の
指
導

強
化
と
定
住
化
の
促
進

▽
閲

発
負
担
の
適
正
化

▽
大
規
模

閧
発
等
の
事
前
協
艤
制
の
導
入

4
、
公
共
施
般
の
整
備
さ
れ
た

ま
ち

▽
地
域
の
シ
ン
ポ
ル
的
施
設

の
建
設
お
よ
び
周
辺
環
境
と
の

一
体
的
整
備
の
推
進

▽
学
校

閲
放
の
促
進

▽
公
共
施
設
等

建
設
整
備
の
事
前
S
議
制
の
4

入5
、
産
業
活
力
の
あ
る
ま
ち

▽
千
住
地
区
副
都
心
化
の
推

進

▽
駅
前
再
閧
発
の
促
進

▽
魅
力
あ
る
商
店
街
へ
の
整
備

促
進

▽
住
工
共
存
の
整
備
拊

導

▽
都
市
型
農
業
の
振
興

6
、
交
通
便
利
な
ま

ち
▽
計
画
道
路
用
地

等
の
取
得
促
進

▽

道
路
整
備
の
促
進

▽
バ
ス
専
用
・
優
先
レ
ー
ン
の

設
置
要
誚

▽
バ
ス
淬
留
所
の

整
備

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
遜
路

の
整
假
促
進

100
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

に
引
き
下
げ

土
地
取
引
の
届
出
対
象
面
積

11月1 日から

都
・
区
で
は
、
地
価
の
高

暁
を
さ
ら
に
強
く
抑
え
る
た

め
、
土
地
取
引
の
届
出
対
象

面
積
を
3
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
1
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
改
め
、
1
1
月
1

日
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

売
主
、
買
主
と
も
、
必
ず

区
に
届
け
出
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市

計
画
課
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

「あなたにとって、
まちづくりとは」

区政モニターアンケート調査から

第
1
回
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

Q
周
辺
潸
境

を
ど
う
感

じ
て
い
ま
す
か

満
足
度
が
高
い

も
の
と
し
て

「
日

常
の
買
い
物
」「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

全
」「
住
宅
の
日
当

り
・
通
風
」「
近
隣

と
の
ふ
れ
あ
い
」

の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
不
満
度

の
高
い
も
の
と
し
て
「
道
路

の
整
爾
状
況
」「
顫
音
・
悪
臭

等
の
公
害
防
止
」
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

Q
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た

っ
て
重
視
し
て
ほ
し

い
こ
と
は

「
交
通
網
の
整
備
」
が
最
も

多
く
、「
駅
前
再
開

発
」『
番
板
・
放
置

自
転
車
等
の
規

制
』
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
女
性
で

は
「
公
園
の
増
設

整
備
」「
防
災
施
設

整
備
」と
い
っ
た

、

緑
や
安
全
面
で
の

妥
望
が
目
立
ち
ま

し
た
。

飼
査
の
結
果
を

く
わ
し
く
知
り
た

い
方
は
、
憐
報
公
閧
課
、
図

書
館
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広
聴

係
　
脱
1
1
1
1
㈹
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第 4 回

駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
11 月11 日
～ 17 日

東
京
都
・
区
市
町
村
主
催
で
、

日
月
H
日
～
1
7日
ま
で
の
7
日
間

に
、
第
4
回
駅
前
放
置
自
転
車
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
関
係
各

機
関
と
の
相
互
協
力
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。
綾
瀬
駅
を
は
じ
め
、
北

千
佳
、
関
屋
、
千
住
大
僑
、
竹
の

塚
、
西
新
井
、
晦
島
、
大
師
前
、

瓦
反
野
、
ふ
菅
の
各
駅
で
実
施
し

ま
す
。

近
年
の
自
転
串
の
利
用
の
増
大

に
と
も
な
い
、
都
内
の
各
駅
周
辺

に
は
大
量
か
つ
無
帙
序
に
自
転
車

が
放
置
さ
れ
、
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

1
台
だ
け
な
ら
と
置
い
た
自
転

車
が
た
ち
ま
ち
何
百
台
も
放
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
足
立
区
の
放
置
規

制
の
未
実
施
地
域
で
は
、
路
線
バ

ス
の
発
櫞
に
も
支
陣
を
き
た
し
、

通
行
妨
害
と
も
な
り
、
非
常
に
危

険
な
状
態
で
し
た
。
放
置
自
転
車

の
問
題
は
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、

自
転
車
利
用
者
の
モ
ラ
ル
の
問
題

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

す
。
駅
か
ら
近
く
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
徒
歩
で
。
遠
距
離
で
自
転

車
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
は
、
定
め
ら
れ
た
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
で
安
全
な
駅
前
を
つ
く

る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

か
ら
で
す
。

《
本
庁
舎
・
交
通
安
全
対
策
課
》

えきの まえ
いじわる自転車

とおせんぼ

年
末調

整
説
明
会

区
と
足
立
・
西
新
井
税
務
署

で
は
、
昭
和
6
2年
分
給
与
所
寿

の
年
末
飼
整
、
住
民
税
給
与
支

払
報
告一
等
の
提
出
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
吁

い
ま
す
。

区
内
事
業
所
、
会
社
等
の
給

与
取
扱
関
係
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
動

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
r
V 日

時
・
場
所

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

課
税
課
特
別
徼
収
佩
(
　
誣
5
0
9
1
)

、
足
立
税
務
齧

(　
膕
6
2
4
1
)
、
西
新
井

税
務
署
(
　
8
4
0
1
1
1
1
)

足立税務署管内

※ 時間はいずれも、午後1 時30分～4 時までです。
西新井税務署管内

※ 時間はいずれも、午後1 時3(汾 ～4 時までです。

「
東
京
2
3区
作
文
・
論
文

コ
ン
ク
ー
ル
」入
選
者
発
表

特
別
区
制
度
改
革
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
東
京
2
3区
作
文
・
論

文
コ
ン
ク
ー
ル

」
中
学
生
の
部

(足
立
区
分
)
に

、
Ⅲ
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。(
敬
称
略
)

◆
中
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】
八
嶋
久
美
(
竹

の
塚
中
)

【
佳
作
】
田
嶋
正
(
二
中
)
、
立

川
幸
子
(
三
中
)
、山
本
由
美

子
(
二
中
)
、鈴
木
肇
(
二
中
)
、

鴎
崎
一
雄
(
二
中
)
、城
本
モ

緒
(
一
中
)
、
小
沢
雄
子
(
竹

の
塚
中
)
、
石
井
真
波
(
青
井

中
)
、
中
村
秀
睛
(
伊
興
中
)
、

須
藤
幸
子
(

伊
興
中
)

【
奨
励
賞
】
渡
辺
佳
代
(
共
栄

学
園
)
、
佐
蔕
元
樹
(

青
井

中
)
、
中
村
征
則
(

花
畑
北

中
)
、
五
十
嵐
麗
子
(
花
畑
北

中
)
、中
里
美
奈
(
五
中
)
、島

田
雅
夫
(
五
中
)

野
辺
貴
子
(

鹿
浜
中
)

《
企
画
課
》

全国青少年健全育成強調月間
11月1 日～30日

青
少
年
が
明
る
く
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
み
ん
な

の
顴
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、足
立
区
で
の

非
行
少
年
等
の
補
導
数
は
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、い
じ
め
や
自
殺
、

女
子
の
性
非
行
の
問
題
な
ど
。
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
依
然
と
し
て
み

ら
れ
ま
す

。

そ
こ
で

、
家
庭
・
学
校
・
地
域

社
会
が
連
帯
を
は
か
り

、
青
少
年

の
健
全
育
成
や

、
非
行
の
撲
厩
へ

の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
、「
全
S
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間

」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。区

で
は

、
関
係
機
関
、
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
励
を
行
っ
て
い
ま
す

。

□
町
ぐ
る
み
あ
い
さ
つ
運
助

あ
い
さ
つ
を
通
じ
て
、
地
域
の

人
々
と
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
よ
う
と
「
町
ぐ
る
み
あ

い
さ
つ
運
動

」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。前

回
実
施
し
た
地
岐
で
子
ど
も

た
ち
に
感
想
を
聞
い
た
と
こ
ろ

、

「
最
叨
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
が
、

だ
ん
だ
ん
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た

」、「
近
所
の
人
と
あ

い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

よ
か
っ
た

」と
い
う
意
見
が
多
く
、

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て

、

あ
い
さ
つ
の
輪
が
広
か
っ
て
い
く

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
第
3
・
第
5
・
第
8

・
第
1
3・
第
1
4・
第
1
5・
江
北

・
脛
浜
・
舎
人
の
各
地
少
協
に
て
1
2

月
よ
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

□
青
少
年
を
守
る
店
推
進
運
動

ほ
内
の
商
店
・
娯
楽
場
な
ど
で

青
少
年
の
非
行
防
止
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
お
店
に
「
青
少
年
を

守
る
店
」の
罍
皈
と
ス
テ
ッ
カ
ー

を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
協
力
店

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

□
雑
誌
・
ビ
デ
オ
自
動
販
売
機
実

態
調
査

雑
誌
自
動
販
売
機
に
よ
る
不
良

図
書
の
販
売
は
、
青
少
年
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
と
し
て
、以
前

か
ら
問
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

区
で
は
毎
年
1
回
H
月
に
、
青

少
年
委
貝
の
協
力
を
呀
て
雑
誌
自

販
機
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
ビ
デ
オ
機
器
の
普

及
と
と
も
に
新
し
く
出
現
し
た
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
自
販
機
に
つ
い
て
も

調
査
し
ま
す
。

調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
地

域
で
の
自
販
機
撤
去
運
動
、
環
境

浄
化
活
励
が
一
層
活
発
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

1
1月
1
5日
に

青
少
年
健
全

育
成
区
民
大
会

青
少
年
健
全
育
成
強
飼
月
閧
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
区
民

大
会
を
開
催
し
ま
す

。

日
時
H

月
1
5日
(
日
)
、
午
後
1

時
～
4
時
3
0分

場
所

文
化
会
館
(

入
場
無
料
)

内
容

▽
講
演

「
観
が
つ
く
る
子

ど
も
の
性
格
一
　

詫
摩
武
俊
氏
(

東
亰
都
立
大
学
敦
授
)
▽
事
例

発
表

「
よ
り
よ
く
生
き
る
髱
を

求
め
て

」
薬
師
神
武
夫
氏
(
渕

江
少
年
少
女
合
唱
団
指
瘴
者
)

▽
そ
の
他
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青
少
年
対

策

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

苗
木
を
無
料
配
布
(個
人
)

区
で
は
、
次
の
と
お
り
苗
木
の

無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

苗
木
は
区
内
の
農
家
で
育
て
ら

れ
た
も
の
で
す
(
H
月
1
0日
分
を

除
く
)
。

配
布
日
程
・
会
場
・
苗
木
の
種
類

左
表
1
・
2
の
と
お
り

配
布
方
法

各
会
場
と
も
午
後
2

時
か
ら
先
櫞
順
(
苗
木
が
な
く

な
り
次
第
終
了
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

表1　 配布日程・会場(雨天実施)

※ 11Ⅲon の苗木は、櫑の4泯 緑化用苗木( さっき、つ
っじなど16種匐

表2　 苗木の種類
( 区 内の 農 家に委 託
し て 育 て た 苗 木

)

く
ら
し
の

情

報

福

祉

ご
利
用
で
す
か

日
常
生
活
用
具

1
0月
か
ら
新
品
目

を
加
え
ま
し
た

区
で
は
、6
5歳
以
h
で
ね
た

き
り
の
方
か
、
白
宅
で
日
常
生

活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
く
で
き

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
用
貝

を
無
料
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
(

所
辱
制
限
が
あ
り
ま
す
)
。1
0

月
か
ら
新
し
く
3
品
目
を
加
え

ま
し
た

。
ぜ
ひ

、
ご
利
用
く
た

さ
い

。

な
お

、
次
の
品
目
⑩
U
2

霤

は
、6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
刀
や
、
利
用
さ
れ
る
方
が
6
5

歳
以
上
で

、
同
居
の
方
か
6
0

歳
以
上
ま
た
は
1
8
歳
未
満
だ
け

の
ご
冢
庭
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

品
目

①
特
殊
寝
台

②
浴
槽

③
湯
沸
器

④
マ
ッ
ト
レ
ス

⑤
エ
ア
ー
パ
ッ
ト

⑥
便
座

⑦
特
殊
尿
器
J

入
浴
担
架

⑨
体
位
変
換
器

⑩
火
災
響

報
器

訌
自
勣
消
火
装
置

口
電
磁
調
理
器

⑩
ガ
ス
安

全
シ
ス
テ
ム

⑩
介
護
用
車

椅
子

⑩
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア

⑯
難
燃
吽
寝
貝
@

洗
髪
器

⑱
空
気
肩
冷
器

・⑩
浴
場
改

譱(
白
ヌ
キ
数
字
は
新
規
品
目
)

所
得
制
限

生
計
申
心
者
の
6
1

年
の
所
寿
脱
額
か
4
万
2
千

円
以
下

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所

ひ
と
り
親
家
庭
休
養

ホ
ー
ム
の
ご
利
用
を

父
子
・
母
子
世
帯
を
対
象

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
休
餮
ホ
ー

ム
亊
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
利
用
く

た
さ
い

。

場
所

熱
剏

、
口
光
、
同
囗
朗

等
1
1カ
所

宿
泊
料

無
料
(

た
だ
し

、
入

湯
税
等
は
自
己
負
担
)
、年
度

内
1
泊
限
り

申
込
方
法

母
子
年
金
、
児
童

扶
養
手
当
証
書
、
育
成
手
当

支
払
通
知
書
な
ど
、
ひ
と
り

観
家
庭
が
厘
認
で
き
る
も
の

を
持
參
し
、
直
接
窓
囗
へ

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
、ま
た
は
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

心
身
障
害
者
(
児
)

の
巡
回
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

補
装
具
・
就
職
な
ど
の
相
諛

は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
手
帳
交
付
の
相
談

も
各
福
祉
事
務
所
で
行
つ
て
い

ま
す
。

相
談
日
時
1
2
月
1
6日
(
水
)
。

午
後
1
時
～
3
時

場
所

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

定
員
1
0
0人
(
先
櫞
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

受
付
期
間
H

月
2
0日
～
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
串

務
所

戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金

の
請
求
を
受
付
中

申
請
の
済
ん
で
い
な
い
方

は

、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

。

対
象

爾
州
事
変
以
後
、
峨
傷

柯
死
さ
れ
た
旧
軍
人
・
箪
羈

・
準
軍
属
等
の
遺
族
(
軟
役

者
死
亡
当
時
の
3

親
等
内
観

族
で
、
法
で
定
め
る
先
順
位

者
)
で
、
昭
和
6
0年
4
月
1

日
現
在
、公
務
扶
助
料
・
遺
族

年
金
等
を
受
け
る
権
利
の
あ

る
方
が
い
な
い
遺
族
で

、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
初
回
(
3
万
円
)
。第
2

回
(
2
0

万
円
)

・
第
3
回
(
1
2

万
円
)
の
特
別
弔
慰
金
を
受

け
た
方
、
こ
れ
ら
を
時
効
に

よ
り
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

②
公
務
扶
助
料
等
を
受
け
る

権
利
の
あ
る
方
が
、
昭
和
5
4

年
4
月
1
日
以
後
昭
和
6
0年
3

月
3
1
日
の
閧
に
亡
く
な

り
、
新
た
に
特
別
弔
慰
金
の

受
給
権
を
寿
た
遺
族
の
方

支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
龠
3
0

万
円
1
0年
償
還
国
債

請
求
期
限

昭
和
6
3年
6
月
1
3

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

民
生
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

難
病
患
者
福
祉
手

当
の
対
象
疾
病
が

追
加
さ
れ
ま
す

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
対
象

疾
病
が
2

疾
祠
追
加
さ
れ
ま

す
。対

象
と
な
る
次
の
疾
鰐
の
方

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

追
加
疾
病
名
(
申
崎
受
付
曰
)

▽
特
発
性
門
脈
圧
亢
進
症
(

昭
和
6
2年
1
0月
1
日
か
ら
)

▽
驤
庖
性
乾
癬
(
昭
和
6
3年
1

月
1
日
か
ら
)

申
込
方
法

医
師
の
黠
断
書
、

印
か
ん
、
本
人
の
預
金
通
帳
(

郵
便
局
は
除
く
)
を
持
参

※
た
だ
し
、
医
療
券
(
都
・
衛

生
局
で
発
行
)
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
医
療
券
の
写
し

で
診
断
書
に
か
え
ら
れ
ま
す
。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

は
、
福
祉
事
務
所
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

障
害
福
祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
今

月
は
福

祉

手
当
(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
、
陣
害
児

福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過

措
置
分
)
受
紿
者
の
方
は
、
今

月
の
1
0日
ご
ろ
、
指
定
し
た
金

融
機
関
に
福
祉
手
当
を
振
り
込

み
ま
す
。
預
金
通
帳
と
印
か
ん

を
お
持
ち
に
な
っ
て
支
払
い
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
津
害
橸

祉
係
(
3
8
8
2
1
1
1
1㈹

福
祉
事
務
所
一
覧

国
民
年
金

保

険

料

を

納
め
ら
れ
な
い
方
ヘ

経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納
め

る
の
が
困
難
な
方
に
は
、
保
険

料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課
ま

た
は
各
区
民
亊
務
所
へ
印
か

ん

、
国
民
年
金
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
佩

　
瞋
5
1
5
1

今
月
は
老
齢
福
祉

年
金
の
支
払
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
中
の

方
は
吋

月
1
1‥日
(
水
)
か
ら
指

定
の
郵
便
局
で
帶
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

給
付
係

　
8
8
0
5
1
6
1
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糖 尿 病 予 防 は
肥 満 防 止 か ら

11/ 9 ～15 糖 尿 病 予 防 週 間

糖
尿
病
を
防
ぐ

食
生
活
は
…

甘
昧
、
塩
味
と
も

に
抑
え
て
う
す
味

に
し
ま
す
　

そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
注
意
点
が
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
各
保
健
所
・
保
健

相
談
所
の
栄
饗
士
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

人
生
8
0年
時
代
を
迎
え
て
、
成

人
病
は
身
近
な
病
気
と
な
り
ま
し

た
。成

人
病
の
な
か
で
も
糖
尿
病
は

毎
日
の
食
事
療
法
が
大
切
で
す
。

食
事
療
法
と
聞
く
と
、
特
別
な
病

人
食
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
糖
尿

祠
の
食
事
療
法
は
、
と
て
も
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
肥
満
防
止
の

健
康
食
で
す
。
病
人
だ
け
の
特
別

な
食
事
と
考
え
ず
に
、
家
族
全
員

が
も
っ
と
健
康
に
な
る
食
事
と
考

え
て

、
一
緒
に
食
べ
た
い
も
の
で

す
。と

こ
ろ
で
、
糖
尿
病
は
体
が
痛

ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
な
ど
の
症
状

が
な
い
の
で
、
大
し
た
こ
と
は
な

い
と
気
楽
に
考
え
が
ち
で
す

。
し

か
し
、
ほ
う
っ
て
お
く
と

、
目
が

見
え
な
く
な
っ
た
り
、
血
管
の
老

化
が
進
ん
で
動
脈
硬
化
が
起
こ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
引
き
金

と
な
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
年
に
I

度
は
健
康

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
も
し

、

糟
尿
病
と
言
わ
れ
て
も
ガ
ッ
カ
リ

し
な
い
で

、
食
事
を
お
い
し
く
楽

し
く
す
る
た
め
に

、ぜ
ひ
保
健
所
、

保
健
相
談
所
の
栄
養
士
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い

。

な
お

、
糖
尿
詞
予
防
教
室
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で

、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
予
防
教
室

日
時
1
1
‥月
2
7日
(
金
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

足
立
保
健
所
(
無
料
)

※
ご
飯
茶
わ
ん
、
小
皿
、
は
し
、

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

　
屆
4
1
5
1

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央本 町保健相談 所 880- 5351

生
活
用
品
交
換
即
売
会

未
使
用
の
贈
答
品
や
、
あ
ま
り

使
つ
て
い
な
い
生
活
用
品
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
に
、
生
活
用
品

交
換
即
売
会
を
行
い
ま
す
。
そ
の

出
品
受
付
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所

▽
H
月
1
8・
1
9日

・
:消
費
者
セ
ン
タ
ー

▽
1
1‥月
2
0

日
・
:亀
有
信
用
金
廩
竹
の
獵

支
店
(
伊
興
町
見
通
1
5
2
5
)

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
午
後
3

時
で
す

。

取
扱
品
目

日
常
生
活
用
品
(

十

分
使
用
で
き
、
膺
濔
か
つ
安
全

な
も
の
)

出
品
で
き
な
い
も
の

▽
医
薬

品
、
化
粧
品
、
勳
榲
物
、
古
着
(

型
が
古
く
、
シ
ミ
の
つ
い
た

衣
類
)
、
下
着
、
食
料
品

▽
カ

メ
ラ
、
貴
金
属
、
高
級
衣
料
品

等
高
価
な
も
の
(
販
売
希
望
価

格
が
3
千
円
以
上
の
も
の
)

▽
消
耗
が
激
し
く
、
再
活
用
が

困
難
な
も
の

▽
特
に
こ
わ
れ

や
す
い
も
の

販
売
価
格

出
品
の
際

、
希
望
の

価
格
を
決
め
て
く
だ
さ
い

清
算

日
時
は
出
品
の
と
き
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
(
売
上
金
の
一

割
は
、手
数
料
と
し
て
徴
収
し
、

足
立
区
社
会
橸
祉
協
巖
会
に
寄

付
し
ま
す
)

□
即
売
会

日
時
1
1

月
2
7日
(

金
)
、2
8
日

全
)

、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時
(
2
8

日
は
午
後
2
時
ま
で
)

場
所

産
業
振
興
館
(「
足
立
区
消

費
者
展
」の
会
場
に
設
け
ま
す
)

主
催

足
立
区
・
足
立
区
消
費
者

友
の
会

な
お
、
生
活
用
品
交
換
即
売
会

に
は
持
ち
込
め
な
い
よ
う
な
、
大

型
の
覃
具
や
電
化
製
品
な
ど
の
生

活
用
品
を
「
譲
り
た
い

」「
欲
し
い
」

と
い
う
方
の
た
め
に

、
カ
ー
ド
式

に
よ
る
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い

。

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

8
7
0
1
3
9
1

就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
、
小
学
校
に
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
就
学
時
健
康
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
日

時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、1
0月
9

日
付
発
送
済
の
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学
を

希
望
す
る
外
国
人
の
方
で
、
ま
だ

就
学
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、

印
か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登

録
証
を
持
参
し
、
学
事
第
一
係
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
給
食

係
ま
た
は
学
亊
第
一
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

《
訂
正
》
1
0
月
2
0日
号
2
面
の

瞿
4
鰹
常
収
支
比
率
の
推
移
で
5
9

年
以
降
の
2
3区
平
均
と
足
立
区
の

表
示
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

は
か
り
の
定
期
検
査

営
業
用
(
取
引
・
証
明
)
に

使
用
し
て
い
る
「
は
か
2

は
、

計
量
法
に
よ
り
毎
年
検
査
を
受

け
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

。

次
の
日
程
で
こ
の
検
査
を
実

施
し
ま
す

。
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い

。

日
程
・
場
所

冐

月
1
8・
1
9

日
…
第
九
中
学
校

▽
2
0日

…
島
根
小
学
校

▽
2
1・
2
4

日
・・
永

木
小
学
校

▽
2
5日

・
:
高
野
小
学
校

▽
2
6日
…

西
新
井
第
一
小
学
校
2
7

日

・
:
渕
江
小
学
校

▽
3
0日
・
:

中
川
小
学
校

▽
1
2月
1
日

…
弘
道
第
一
小
学
校

▽
2

日
…
伊
興
小
学
校

▽
3
日

…
第
四
中
学
校

問
合
せ
先

都
・
計
量
検
定
所

検
査
課
(
　
4
3
4
7
2
5
1
)
、

区
・
中
央
本
町
庁
舎
・
指
導

育
成
係
(
　
固
5
1
9
4
)

全
国
物
価
統
計
調
査

こ
の
調
査
は
、
穗
品
の
小
売

価
格
、
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
等
を

調
査
し
、
銘
柄
別
、
地
域
別
、

盾
舗
の
形
態
別
等
の
価
格
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
物
価
対
策
、
地
域
経
済

計
画
、
そ
の
他
の
諸
施
策
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行
い
ま

す
。

日
程

▽
卸
売
調
査
・・
n
月
9

日

▽
小
充
調
査
i
1

月
1
8

～
2
0日

対
象

区
内
の
代
表
的
な
商
業

地
域
お
よ
び
、
一
部
の
一
般

地
域
よ
り
選
定
さ
れ
た
店

舖
。
な
お
、
区
内
の
1
1‥店
舗

の
大
型
店
も
調
査
の
対
象
と

な
り
ま
す

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

続
計
係

　
貘
5
0
3
3

東
京
都臨

時
特
別
融
資

□
経
営
安
定
臨
時
特
別
融
資

円
高
に
よ
り
間
接
的
に
影
響

を
受
け
、
売
上
高
が
減
少
し
て

い
る
等
の
企
業
に
融
資
し
ま

す
。

融
資
申
込
受
付
期
聞
1
0
月
5

日
～
1
2月
5
日

融
資
の
条
件

▽
便
途・
:運
転

資
金

▽
金
額
…
3
千
涸
万

円
以
内

▽
期
問・
:
1年
以

上
5
年
以
内

▽
利
率
…
年
4

・
O
%
以
下

□
下
請
中
小
企
業
調
整
円
滑
化

資
金特

定
の
親
亊
業
者
の
亊
業
調

整
に
よ
り
、
生
産
額
減
少
等
の

影
響
を
受
け
て
い
る
下
請
企
業

に
融
資
し
ま
す
。

融
資
申
込
受
付
期
間
1
0
月
5

日
～
采
年
3
月
3
1日

融
資
の
条
件

▽
使
途
…
運

転
・
設
偉
資
金

▽
金
額

…
3
千
5
0
0万
円
以
内

▽

期
間
・・・
運
転
資
金
は
1
年

以
上
5
年
以
内
、
設
爾
資

金
は
1
年
以
上
7
年
以
内

▽
利
率
…
年
4

・
2
%

以

下
※
柬
亰
都
中
小
企
業
振
興
公

社
の
認
定
書
が
必
要
で
す

。

な
お
、い
ず
れ
も
区
か
ら
、

信
用
保
証
料
の
自
己
負
担
分

を
全
額
補
助
し
ま
す
。

融
資
申
込
場
所

い
ず
れ
も

▽
取
扱
指
定
金
融
機
関

▽
東
亰
信
用
保
証
協
会

▽
東
京
商
工
指
導
所

▽
東
單
都
労
働
経
済
笳
金

融
課

く
わ
し
く
は

、
中
央
本
町

庁
舎
・
指
導
育
成
係
(

　
巍
5
1
9
4
)

へ

。

足
立
区中

小
企
業
融
資

区
で
は
、
中
小
企
業
者
の
た

め
に
、
右
表
の
融
資
を
金
融
機

関
に
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

年
末
に
必
要
な
資
金
等
も
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
目
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
信
用
保
証
料
は
全
額
、
区
で

負
担
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

指
導
育
成
係
　
膕
5
1
9
4

足立区 中小企業 融資一覧表

11 月 の

安売りデー

青
果
物
…
H
月
1
8日
(水
)

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

魚
…
…
…
H
月
2
0日
(令
)

青
い
ノ
ボ
り
の
あ
る
お
店

<主

催
>

足立 区青果安売り
デー協議会ノ関東
水産物商業協同組
合西新井支部 一千
住支部

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
( 13)

同
対
審
答
申
の
内
容
は
、
同

和
問
題
は
人
間
の
自
由
と
平
等

に
関
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を

骨
子
と
し
て
い
ま
す

。

日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
鵑

さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、「
こ
れ

を
未
解
決
に
放
置
す
る
こ
と
は

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
、

そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ
用一
の
責

任
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
靉

題
で
あ
る
」こ
と
を
明
確
に
し

ま
し
た
。

こ
の
答
申
の
精
神
を
実
現
す

る
た
め
、
昭
和
4
4年
7
月
に
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
措
置
法
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
が
協
力
し
て
、
生
活

環
境
の
改
善
、
社
会
福
祉
の
増

進
、
産
業
の
振
興
、
職
業
の
安

定
、
教
育
の
充
実
、
人
権
擁
護

活
動
の
強
化
等
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
対
象
地
域
の
住
民
の

社
会
的
経
済
的
地
位
の
向
上
を

不
当
に
は
ぱ
ん
で
い
る
諸
要
因

を
解
消
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で

、
国
や
地
方
公
共
団

体
は

、
同
和
問
題
解
決
の
た
め

啓
発
普
及
活
動
を
は
じ
め
と
し

て

、
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
向

上
を
め
ぎ
し
た
各
種
の
施
策
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し

、結
婚
や
就
職
差
別

、

差
別
文
一

の
発
行
な
ど
社
会
的

不
公
正
な
事
象
が
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
措
置
法
は
、1
0年
の
期

間
を
定
め
た
法
律
で
し
た
が
、

一
度
3
年
間
延
長
さ
れ
、
昭
和

5
7年
3

月
3
1日
に
期
限
が
切
れ

ま
し
た

。

こ
の
法
律
の
施
行
に
対
し
、

昭
和
5
6
年
1
9一月
に
出
さ
れ
た
国

の
同
和
対
策
協
議
会
の
意
見
具

申
は

、
一
応
の
評
価
を
し
な
が

ら
も
、
一
方
で
生
活
環
境
、
産

業
基
盤
等
の
改
善
整
備
事
業
が

な
お
数
年
を
要
す
る
こ
と
や
、

結
婚
・
就
職
の
差
別
は
依
然
跡

を
絶
つ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和
対

策
担
当
へ
。
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レース大会

日
時
1
2

月
6
日
(
日
)

午
前
8

時
ま
で
に
受
付
完
了
の
こ
と
(

小
雨
・
小
雪
決
行
、
荒
天
の

場
合
は
1
2月
1
3日
に
延
期
)

コ
ー
ス

荒
川
河
川
敷
右
岸
(
千

住
新
礁
～
江
北
鸚
閧
)

集
合
場
所

千
庄
新
礁
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格

区
内
在
庄
・
在
勤
・

在
学
の
方

種
目
・
距
離

□
男
子

▽
中
学
1
年
の
部
…
…
4

夲
f

▽
中
学
2
年
の
部
…
…
4
冫
む

▽
中
学
3
年
の
部
…
…
4
冫
び

▽
高
校
の
部
…
…
…
…
1
0ざ

▽
一
般
の
部
…
…
…
…
1
0
z

▽
壮
年
1
0
j

の
部
ヨ
1
0
ざ

▽
壮
年
4
g

の
部
ヨ
4
*
-

※
壮
年
部
は
4
1
歳
以
上
。

□
女
子

▽
中
学
1
年
の
部
…
…
2
ざ

▽
中
学
2
・
3
年
の
部
・・・
2
g

▽
高
校
の
部
…
…
…
…
4
ざ

▽
一
般
の
部
…
…
…
…
4
g

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

、

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、

年
齡
(
学
年
)
、
電
話
番
号

、
穆

加
種
目
を
明
記

申
込
期
間
H

月
1
8日
必
番

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
振
輿
係
(
〒
圀
千
住
1
1
4
1
1
8

　
眤
1
1
1
1

㈹
)

足
立
の
自
衛
消
防
隊

3
区
合
同
審
査
会
で
優
勝

足
立
・
台
東
・
荒
川
区
合
同
の

自
衛
消
防
隊
訓
練
奮
査
会
が
、1
0

月
7
日
、
荒
川
区
爾
千
住
自
然
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
区
の
代
表
1
6隊
が
か
加
し
、

消
火
活
動
な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
男
子
詼

、
女
子

隊
と
も
に
、
日
膺
紡
績
㈱
西
新
井

化
成
工
場
(
西
新
井
消
防
署
代
表
)

が
優
勝
し
ま
し
た

。

な
お
、
帝
都
高
速
度
営
団
綾
瀬

工
場
(
足
立
消
防
署
代
表
)
が
男
子

隊
準
儕
勝
に
な
り
ま
し
た

。

第
3
回
青
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

夜
明
け
の
足
立
に
世
界
を
み
た

今
、
国
際
化
が
す
す
ん
で
い
る

な
か
、
そ
の
波
に
乘
り
遅
れ
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
・
…

今
回
は
、

国
際
化
を
テ
ー
マ
に
聞
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
尠
加
く
だ
さ
い

。

日
時
1
1
‥月
1
4日
午
唆
5
時
か
ら
1
5

日
午
唆
4
時
(
1

泊
2
日
)

場
所

水
元
青
年
の
冢

対
象

青
年
お
よ
び
指
導
者
の
方
(

原
則
と
し
て
、
両
日
参
加
可

能
な
方
)

内
容□

基
調
講
演

「
国
境
を
越
え
た

青
年
活
勣
」
…
竹
原
茂
氏
(

麗

沢
大
学
助
教
授
)

□
分
科
会

▽
北
千
住
は
原
宿

を
越
え
ら
れ
る
か
・・・
芦
田
誠
氏
(

拓
殖
大
学
助
教
授
)
　

▽
青

眷
と
は
な
ん
だ
…
久
田
邦
明
氏
(

相
模
女
子
大
学
講
師
)
　

▽

世
界
の
中
の
足
立
、
世
界
の
中

の
私
・
:小
泉
康
一
氏
(
大
東
文

化
大
学
講
師
)
　

▽
青
年
の
望

む
青
年
施
策
・
:吉
野
貴
美
子
氏
(

青
少
年
育
呎
国
民
会
艤
総
括

主
査
)

定
員

図
人
(
先
售
順
)

費
用

千
蚓
円
(
3

食
代
お
よ
ぴ

賣
料
代
)

申
込
方
法
H

月
5
日
か
ら
電
話

申
込
期
限
H

月
り一
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青

少
年
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

区
民
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

初
心
者
講
習
会

日
時
1
2
月
I
・
2
・
3
日
、
午

後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所

新
松
戸
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
(
北
小
金
駅

閇
囗
か
ら
送
迎
バ
ス
)

対
象

▽
区
内
在
住
の
小
学
4
年

生
～
中
学
生
の
児
童
・
生
徒
と

そ
の
観

▽
区
内
在
住
・
在
勦

の
1
6歳
以
上
の
方

講
師

日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
公
認

指
導
貝

定
員

Ⅲ
人
(
ら
募
多
数
の
際
は

抽
選
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
貸
靴
利

用
料
金
刈
円
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齡

、
性
別

、
電

話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
1
1
‥月
1
4日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

弯
振
興
係
(
〒
ほ
千
住
1
1
4
1
1
8

・
‘眤
1
1
1
1

㈹
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
福
祉

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」を
設
置
し

、

区
民
の
皆
さ
ん
や
、
民
閧
団
体
な

ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
積

み
立
て

、
邏
用
利
子
の
活
用
に
よ

り
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勳
推
進
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た

め
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

「
基
金
」
が
、
皆
さ
ん
に
も
っ

と
覡
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
シ
ン
ポ

ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
勣

。

在
学
の
方

応
募
方
法

匱
接
窓
囗
ま
た
は
(

ガ
キ
に
自
作
の
作
品
I
点
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記

応
募
期
限
1
1
‥月
2
5日
消
印
有
効

※
優
秀
作
品
は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
と
し
て
採
用
、
入
選
者
に
は
賞

品
を
贈
り
ま
す
。

ま
た
、
著
作
権
は
、
募
集
者
に

帰
属
し
、
応
募
作
品
は
お
返
し
し

ま
せ
ん
。

応
募
・
問
合
せ
先

足
立
区
社
会

福
祉
協
巌
会
(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
1
1
8

区
役
所
内

　
8
8
8
-
5
5
0
)

子

ど

も

会

代

表

者

お

よ

び
育

成
者
会

議

今
、
子
ど
も
会
の
重
要
性
が
見

匱
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
勣
を

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
会
代
表
者
お
よ
ぴ
育

成
者
の
会
議
を
閧
催
し
ま
す

。

ぜ
ひ
、
ご
穆
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

右
下
表
の
と
お
り

対
象

子
ど
も
会
会
貝
、
育
呪
会

会
貝

内
容

分
散
会
形
式
で
、
儔
報
交

換
や
課
嘔
解
決
の
方
法
を
話
し

合
う

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
で
地
区

少
年
団
体
S
巌
会
会
長
へ
申
し

込
む
こ
と

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
彎
少
年
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

※ 第4 フロックは11月1 日に終了

新
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

1
1月
7
日
、
オ
ー
プ
ン
一 般 投 映

11月～2 月

取
硲
工
事
が
終
了
し
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
投
映
を
再
閧
し
ま

す
。

日
時

毎
週
土
曜
日

、午
後
2

時

・
3
時
3
0分
(
2

回
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

題
名

太
陽
系
の
旅

内
容

夕
ぐ
れ
の
柬
天
に
ひ
と
き

わ
明
る
く
輝
く
星
、
そ
れ
は
木

星
で
す
。
冬
の
星
座
の
ご
案
内

と
オ
リ
オ
ン
の
伝
説
、そ
し
て

、

太
陽
系
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。
天
王
星
の
勣
き
に

は
、
皆
さ
ん
も
き
っ
と
び
っ
く

り
す
る
で
し
ょ
う
。

定
員
1
7
2
人
(
各
回
先
糖
順
)

費
用

▽
1
5斌
以
下
・・・
無
料

▽
1
6歳
以
上
・・・
Ⅲ
円

問
合
せ
先

教
弯
セ
ン
タ
ー

a
8
8
0
1

晩秋
の 区内 施 設めぐり

勤労者の皆さん へ

身
近
に
で
き
た
施
設
で
人
気
の

高
い
公
園
や
博
物
館
な
ど
を
バ
ス

で
ご
案
内
し
ま
す
。

今
回
は
、
仕
事
で
平
日
の
見
学

会
に
穆
加
で
き
な
い
勦
労
者
の
方

を
対
象
に
行
い
ま
す
。

日
時
1
1
に
月
2
2日

百
)
、
午
前
9

時
～
午
険
4
時
(
雨
天
実
施
)

見
学
施
般

都
市
農
業
公
園
、
見

沼
代
観
水
公
園
、温
水
プ
ー
ル

、

花
畑
記
念
庭
園
、郷
土
溥
物
館
、

老
人
会
館

参
加
資
格

区
内
在
住
の
健
康
な

動
労
者

定
員
4
0

人
(
応
募
多
数
の
際
は

抽
選
)

申
込
方
法

往
嗄
(
ガ
キ
に
、
住

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番

号
、「
施
設
め
ぐ
り
参
加
希
望
」

と
明
記
(
往
復
(
ガ
キ
ー
名
1

通
に
限
る
)

※
昼
食
は
ご
持
穆
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
1
1

月
1
2日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広

聰
係
(
〒
1
2
0千
住
1
1
4
-
1
8

　
貎
1
1
1
1

㈹
)

★
郷
土
博
物
館

開
館
1
周
年
紀
念
★

千
住
の
酒
合
戦
と

江
戸
の
文
人
展

郷
土
博
物
館
で
は
、
開
館
1
周

年
を
記
念
し
て
、
江
戸
時
代
に
千

住
で
行
わ
れ
た
酒
合
戦
を
テ
ー
マ

に
特
別
展
を
閧
催
し
て
い
ま
す
。

文
化
1
2年
(
1
8
1
5
)
、千
住

宿
屋
中
屋
で
閧
か
れ
た
、
こ
の
酒

の
飲
み
比
ぺ
大
会
に
は
、
酒
井
抱

一
、
谷
文
晁
、
亀
田
鸚
斎
ほ
か
当

時
の
有
名
な
文
人
が
審
判
と
見
物

に
招
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
子
は
、
江
戸
の
代
表
的

な
文
人
、
大
田
南
畝
に
よ
っ
て
も

紹
介
さ
れ
、
大
評
判
に
な
り
ま
し

た
。今

回
の
特
別
展
で
は
、
こ
の
酒

合
戦
に
関
す
る
資
料
や
、
南
畝
、

抱
一
、
文
晁
、
鵬
斎
の
作
品
な
ど

を
屓
示
し
て
い
ま
す
。

日
時
H

月
2
3日
ま
で
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
(
入
館
は
午
後
4

時
3
0分
ま
で
)

問
合
せ
先

郷
土
溥
物
館

　
6
2
0 成人の日の集い

成
人
の
日
の
集
い
を
、
来

年
1
月
1
5日
に
文
化
会
館
と

産
業
振
興
館
で
行
い

ま
す
。

対
象
は
、
昭
和
4
2

年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
3年
4
月
1
曰
の

開
に
生
ま
れ
た
方

で
、
来
年
の
年
賀
状

で
ご
案
内
し
ま
す
。

地
区
別
会
場

▽
産
笑
振
興
館
…
午

前
の
部
(
千
住
・
小
台
・

宮
城
・
新
田
地
区
に
お
庄

ま
い
の
方
)

▽
文
化
会
館
・
:午
前
の
部

(
荒
川
以
北
の
国

遜
4
号
線
か
ら
東

鯏
に
お
住
ま
い
の

方
)

▽
文
化
会
館
…
午
唆

の
部
(
荒
川
以
北

の
国
道
4
号
線
か

ら
西
側
に
お
住
ま

い
の
方
)

問
合
せ
先

本
庁
舎

・
又
化
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

東
部
セ
ン
タ
ー

手

芸

教

室

日
時
1
1
‥月
1
1日
、1
2月
9
日
、

午
後
1
時
～
4
時

内
容

毛
糸
の
喟
子

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
の
女
性

定
員
3
0

人
(
先
籥
順
)

費
用

瞋
円

申
込
方
法
H

月
5
日
か
ら
直
接

窓
囗
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー

　
6
0
5
7
1
0
1

母

親

の
た

め
の

講

演

会

日
時
H

月
2
0日
(
金
)
、午
前
1
0

時
～
正
午

場
所

西
部
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

望
ま
し
い
観
と
子
の
ふ

れ
あ
い

講
師

岩
崎
恵
美
子
氏
(
親
業
訓

練
協
会
)

定
員
8
0

人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

西
部
セ
ン
タ
1

　
覡
5
0
1
6

川
に
魚
を放流

し
ま
す

魚
の
泳
ぐ
き
れ
い
な
川
に
な
る

こ
と
を
願
つ
て
、東
亰
都
水
産
試

験
場
と
区
が
共
同
し
て
、魚
を
放

流
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

晋

‥月
5
日
(
木
)

午
後
2
時
3
0分
、
荒
川
左
阜
千

住
新
橋
付
近

▽
H

月
1
0
日
(

火
)
午
後
2
時
3
0分
、
花
畑

川
富
士
見
僑

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
環
境
課
調

整
係

　
眤
1
1
1
1

㈹

ひ

ろ

ば
※
先
一
順
で
、1
団

体
I
S

業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
ア
イ
ス

ー
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し

む
会
n

月
～
3
月
、
毎
月
2

回
(
日
曜
日
)
、
午
前
9
時
3
0分
1
1
1
(

時
3
0分
/

新
松
戸
ス
タ
ー

ラ
ン
ド
/
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
/

連
盟
指
導
員
の
指
導
あ
り
/

▽
ス
ケ
ー
ト
連
盟
、
長
谷
部
　
8
8
1
9
0
6
5

☆
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

毎
週

土
曜
日
、
午
後
1
時
～
3
時
/

た
ん
ぽ
ぽ
共
同
保
育
所
、
千
住

仲
町
3
5
-
8
/
リ
サ
イ
ク
ル
物

品
も
募
集
中
/

▽
曽
根
　
Ⅲ
7

☆
バ
ザ
ー
(
栗
原
共
同
保
育
園
)

1
1月
8
日

、
午
前
1
0時
～
午

後
2
時
/
栗
原
都
営
集
会
所
/

品
物
募
集
中
/

▽
石
川
　
8
8
3
0

=
募

集
=

☆
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

毎
週
日

曜
日
、
午
後
1
時
I
5

時
/
佐

野
社
会
教
育
館
/
趣
味
を
通
じ

て
友
だ
ち
を
作
り
ま
せ
ん
か
/

入
会
金
2
千
円
、
月
額
千
円
/

▽
森
本
　
6
2
0
8
4
4人

夜
間
)

☆
古
千
谷
走
友
会
(

健
康
マ
ラ

ソ
ン
)

男
女
を
問
わ
ず
/
月

額
5
0
0円/

▽
小
金
井
　
8
9
9
7
7
5
3
(

夜
間
)

☆
梅
島
ク
ラ
ブ
(
卓
球
)

月
・

火
・
木
・
金
曜
、
午
後
5

時
～
8

時
、
水
・
土
曜
、
午
後
4

時

～
7
時
/
文
化
会
館
別
館
/
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し
た
い
小

学
3
～
5
年
生
の
男
女
/
若
干

名
/

▽
両
沢
　
8
8
6
1
2
1
9
　
(

夜
間
)

☆
籐
む
ら
さ
き
会
(
日
本
舞
踊
)

毎
週
水
曜
日
、
午
後
1
時
～
4

時
3
0分
/
東
和
社
会
教
育
館
/

初
心
者
/

月
額
3
千
釼
円
/

▽
金
子
　
莇
4
3
1
9

☆
ふ
れ
あ
い
ヨ
ー
ガ
倶
楽
都

毎
週
火
曜
日

、
午
後
6
時
3
0分
I
8

時
/

産
業
振
興
館
/
ヨ
ー

ガ
で
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

ま
し
ょ
う
/
月
額
3
千
円
/
▽

長
田
　
8
8
1
0
9
8
3

☆
浩
書
会
(
書
道
)

毎
月
第
1

・
3
・
4
金
曜
日
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分
/

東
和
社
会

教
育
館
/
月
額
2
千
沺
円
/
▽

薄
井
　
緬
1
7
9
7
(

午
後
6

時
3
0分
以
降
)

☆
T
.
0
.
B
.
ク
ラ
ブ
(
軟
式
テ

ニ
ス
)

毎
週
火
・
金
曜
日
、

午
前
1
0時
～
午
後
2
時
/
宮
元

公
園
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
2

千
緊
円
/
▽
田
村
　
6
0
6
3
6

☆
梵
の
会
(
茶
道
サ
ー
ク
ル
)

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時
/
中
央
本
町

社
会
教
育
館
/
初
心
者
、
上
級

者
を
問
わ
ず
/
江
戸
千
冢
流
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
2
0
0円/

▽
安
江
　
Ⅲ
3
7
0
0

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
ウ
ィ
ー

ブ

毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
時
3
0

分
～
9
時
1
5分
/
青
年
館
/
3
0

歳
禾
満
の
初
級
者
/
入
会
金

千
円
、
月
額
千
剳
円
/

▽
高
橋

　
8
9
9
5
8
9
9
(
月
曜
日
を
除

く
夜
間
)

掲
示
板

□

税

を

知
る

週

間

国

税

庁
で

は

、1
1
‥
月
1
1
‥日

か

ら
1
7
日

ま

で

を

「
税

を

知
る

週

間

」
と

定

め

て

、
区
内

各
地

で

税

の

無

料

相

談

、
展

示

会

な

ど

の

催

し

を

閧

催
し

ま

す

。

問

合

せ

先

足

立

税

務

署
(

　

捌
6
2
4
1
)

、
西

新

井

税

務

署
(

　
叫
1
1
1
1
)

□

下

講
企

業

の

紹

介

・

あ

っ

せ

ん都

・
中

小

企

業

振

興

公

社

の

「
一
日

出

張

相

談

」
が
行

わ

れ

ま

す

。
気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

日

時
1
1

月
1
3
日
(

金
)

、
午

前
1
0

時

～

午

後
4

時

場

所

文

化

会

館

別

館
2

階

集

会

室
(

中

央

本

町

庁

舎

前
)

相

談

内

容

下

請

取

引

適

正

化

相

談

、
下

請

取

引

苦

情

紛

争

相
談
、
受
注
・
発
庄
あ
っ
せ

ん
相
談

主
催

都
・
中
小
企
業
振
興
公

社
、
区
・
経
済
課
(

商
工
相

談
室
)

問
合
せ
先

中
小
企
業
振
輿
公

社

　
2
5
1
7
8
8
1

□
青
年
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

東
京
足
立
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
は
、
創
立
記
念
亊
業
の
一

環
と
し
て
、
有
意
義
な
活
勳
を

行
い
、
社
会
に
貢
献
の
あ
っ
た

青
年
を
表
彰
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
お
近
く
に
そ
の
よ
う

な
青
年
(
1
8
～
4
0
歳
)
が
い
ま

し
た
ら
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い

。

推
薦
・
問
合
せ
先

東
亰
足
立

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
亊
務
局

　
6
3
3
8
7
4
3

□
第
8
回
簡
易
保
険
・
郵
便
年

金
文
化
講
演
会

日
時
1
1
に
月
1
4日
(
土
)
、
午
唆
1

時
3
0分
～
4
時
3
0分

場
所

文
化
会
館
(
入
場
無
料
)

テ
ー
マ
・
講
師

▽
「
昧
の
あ

る
話
に
1
楠
本
憲
吉
氏
(
俳

人
)
▽
「
小
説
家
の
頭
」
・・・

阿
刀
田
高
氏
(
作
家
)

申
込
方
法

当
日
匱
接
会
場
へ

問
合
せ
先

足
立
郵
便
局
保
険

課

昌
3
1
7
9

□
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

抽
選
日
時
1
1
‥月
1
8日
(
水
)

午
前
1
0時
か
ら

現
地
案
内
H

月
9
・
1
0日
、

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

申
込
受
付
1
1

月
1
2・
1
3日
、

午
前
1
0時
～
午
後
4
時

保
証
金
1
0
0
万
円
(
甲
込
時
)

売
却
区
画
9

区
画

価
格
4

千
8
0
2万
8

千
1
7
9円
(
3
4

・
4
坪
)
～
1
億
5
千
5
8
7

万
8
千
6
6
8円(
1
0
9・6
坪
)

抽
選
場
所
・
問
合
せ
先

江
北

北
郡
土
地
区
画
整
理
組
合

　
膠
2
2
3
1

□
早
い
通
報
　
少
な
い
損
害
　

あ
な
た
を
守
る
1
1
9
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